
清
泉
荘
だ
よ
り

９月４日竣工披露式典を開催いたしました

９
月
４
日
に
亀
岡
清
泉
荘
竣
工

披
露
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
天
に
も
関
わ
ら

ず
、
１
０
０
名
近
く
の
お
客
様
に

お
越
し
い
た
だ
き
華
や
か
な
式
典

と
な
り
ま
し
た
。

栗
山
正
隆
市
長
を
は
じ
め
、
京

都
府
南
丹
保
健
所
所
長
西
田
秀
樹

様
、
田
中
、
桂
川
両
府
議
会
議
員
、

亀
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
矢

田
勲
様
、
曽
我
部
町
自
治
会
長
石

田
茂
雄
様
な
ど
か
ら
た
く
さ
ん
の

ご
祝
辞
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

栗
山
市
長
か
ら
の
ご
祝
辞
の
な

か
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
の
重
要
性
や
、
地
域
密

着
サ
ー
ビ
ス
が
こ
こ
曽
我
部
に
誕

生
す
る
意
義
な
ど
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

地域包括ケアシス
テムとは

２０２５年（平成３７年）を目途
に、高齢者の尊厳の保持と自立生
活の支援の目的のもとで、可能な
限り住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを人生の最期まで続けるこ
とができるよう、地域の包括的な
支援・サービス提供体制の構築を
厚生労働省が推進しています。

式
典
の
な
か
で
京
都
大
学
名
誉
教

授

小
幡
神
社
宮
司

上
田
正
昭
先
生

に
よ
る
記
念
講
演
会
が
併
せ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

亀
岡
出
身
の
偉
人
、
石
田
梅
岩
や
円

山
応
挙
の
お
話
か
ら
、
天
皇
陛
下
と

の
ご
交
友
の
お
話
な
ど
、
楽
し
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
に
会
場
か
ら
幾
度

も
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

講演をされる上田正昭先生

大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
文
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
で
は
な

く
、
心
の
持
ち
方
を
言
う
。
青
春
と
は

人
生
の
深
い
泉
の
清
新
さ
を
言
う
。
年

を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老
い
な
い
。
理

想
を
失
う
と
き
初
め
て
老
い
る
。
人
か

ら
神
か
ら
美
・
希
望
・
喜
悦
・
勇
気
・

力
の
霊
感
を
受
け
る
限
り
君
は
若

い
。
」
（
中
略
）

地
域
の
皆
さ
ま
の
厚
い
ご
支
援
と

と
も
に
、
私
ど
も
職
員
一
同
が
と
も
に

成
長
し
、
理
想
の
事
業
所
運
営
が
で
き

ま
す
よ
う
、
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

京
都
大
学
名
誉
教
授

上
田
正
昭
先
生
記
念
講
演
会

主
催
者
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
代
表
取
締
役

松
野
修
典
挨
拶

（抜
粋
）
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号

「
高
齢
化
社
会
、
す
な
わ
ち
長
寿
の

方
が
多
い
社
会
は
豊
か
で
あ
る
。
し

か
し
豊
か
な
社
会
で
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
人
の
心
が
豊
か
に
な
る
と
は

限
ら
な
い
。
か
の
石
田
梅
岩
は(

心

の
発
明)

を
唱
え
た
。
」

こ
れ
は
私
た
ち
が
掲
げ
る
経
営
理
念

と
通
じ
る
お
話
で
し
た
。

壮
絶
な
時
代
を
生
き
抜
い
た
方
々

の
経
験
は
尊
い
。
後
期
高
齢
者
で
は

な
く
「
高
貴
高
齢
者
」
で
あ
る
。
そ

の
お
言
葉
は
清
泉
荘
の
職
員
の
胸
に

深
く
響
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
を
持
ち
ま
し
て
、
本
日
、

亀
岡
清
泉
荘
の
竣
工
披
露
式
典
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
一

重
に
、
曽
我
部
町
、
及
び
同
町
南
条
区
、

地
元
府
・
市
議
会
議
員
の
方
々
、
東
別

院
町
、
西
別
院
町
な
ど
地
域
の
皆
さ
ま

の
厚
い
ご
支
援
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
中
略
）

私
ど
も
の
経
営
理
念
は
、
「
心
の
青

春
」
と
題
し
ま
し
て
、
詩
人
サ
ム
エ
ル

ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
の
譜
」
、
と
い
う

詩
か
ら
学
び
、
人
生
の
応
援
歌
と
し
て

ご祝辞をいただいた栗山正隆市長

ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
取
締
役

宮
内
寛
閉
会
挨
拶(

抜
粋
）

そ
の
後
、
松
岡
保
彦
よ
り
開
設
ま
で

の
経
緯
の
説
明
が
あ
り
、
取
締
役
宮
内

寛
が
閉
会
の
挨
拶
で
、

「
申
す
ま
で
も
無
く
、
本
番
は
こ
れ
か

ら
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
亀
岡
清
泉
荘
は
、

こ
こ
曽
我
部
町
南
条
区
と
い
う
極
め
て

利
便
性
に
富
ん
だ
地
の
利
を
得
て
、
地

域
の
皆
々
様
か
ら
は
温
か
い
ご
支
援
を

得
る
こ
と
も
で
き
、
職
員
体
制
に
つ
き

ま
し
て
も
、
使
命
感
と
情
熱
に
燃
え
た

素
晴
ら
し
い
人
材
が
結
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
、
私
ど

も
は
、
先
ず
な
に
よ
り
も
利
用
者
さ
ま

尊
重
の
精
神
を
第
一
義
と
し
な
が
ら
、

地
域
の
皆
様
方
の
ご
意
向
に
沿
い
つ
つ
、

利
用
者
さ
ま
が
本
当
の
幸
せ
と
喜
び
を

実
感
し
て
も
ら
え
る
、
日
本
一
の
施
設

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。



清
泉
荘
初
め
て
の
記
念
す
べ
き
行
事
“
敬
老
会
”
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ご
家
族
さ
ま
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

総
勢
30
名
程
の
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
中
は
利
用
者
さ
ま
と
昼
食
作
り
を
し
ま
し
た
。
ち

ら
し
寿
司
の
酢
飯
を
作
る
工
程
で
は
利
用
者
さ
ま
が
長
年

の
主
婦
の
知
恵
を
活
か
し
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
作
業
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

午
後
は
い
よ
い
よ
敬
老
会
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
ま
ず
は

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
出
し
物
で
す
。
も
の
ま
ね
歌
謡
シ
ョ
ー

で
小
林
旭
さ
ん
に
扮
し
た
り
、
仮
装
姿
で
美
空
ひ
ば
り
さ

ん
を
熱
唱
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
、
み
な
さ
ん
黄
色
い
歓
声
を

上
げ
乙
女
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
「
憧
れ

の
ハ
ワ
イ
航
路
」
に
の
せ
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
は
踊
り
に

参
加
さ
れ
る
利
用
者
さ
ま
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

お
次
は
亀
岡
葉
月
会
（
代
表

森

美
由
起
）
の
皆
様
に

よ
る
大
正
琴
の
演
奏
で
す
。
打
っ
て
変
わ
っ
て
し
っ
と
り

と
し
た
心
地
よ
い
音
色
で
懐
か
し
い
唱
歌
や
童
謡
を
披
露

さ
れ
、
皆
さ
ん
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は

お
茶
を
嗜
ま
れ
て
い
た
利
用
者
さ
ま
に
抹
茶
を
点
て
て
い

た
だ
き
、
和
菓
子
と
と
も
に
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
皆
で
合
唱
し
、
記
念
撮
影

を
し
ま
し
た
。
最
後
に
ス
タ
ッ
フ
よ
り
似
顔
絵
入
り
の
色

紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
す
る
と
、
皆
さ
ん
と
て
も
喜

ん
で
く
だ
さ
り
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
間
も
な
く
、
慌
た
だ
し
い
中
で
の
準
備
、

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
利
用
者
さ
ま
の
長
寿
を
祝
う
こ

と
が
で
き
、
会
を
通
し
て
利
用
者
さ
ま
と
ス
タ
ッ
フ
の
絆

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
清
泉
荘
で
は
、
利
用
者

さ
ま
と
共
に…

の
精
神
で
楽
し
い
行
事
を
計
画
し
て
ま
い

り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご
参
加
も
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

祝 敬老
清泉荘
歳時記

９月２２日敬老会を開催しました

スタッフによるフラダンス 利用者さまとちらし寿司作り

亀岡葉月会の皆様による大正琴の演奏

利
用
者
さ
ま
も
主
婦
の
知
恵
を
活
か
し
て…

大
正
琴
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
感
動

敬
老
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

昼
食
ち
ら
し
寿
司
作
り

会
食

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
演
芸

「
も
の
ま
ね
歌
謡
シ
ョ
ー
」

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」

亀
岡
葉
月
会
の
皆
様
に
よ
る

大
正
琴
の
演
奏

抹
茶
と
和
菓
子
の
お
や
つ

ピ
ア
ノ
合
唱

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
「
炭
坑
節
」

記
念
写
真
撮
影
と
色
紙
贈
呈



こ
の
度
10
月
10
日
に
ガ
レ
リ
ア
亀
岡
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
初
出
場

し
て
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
清
泉
荘
チ
ー
ム

は
白
組
で
す
！

今
回
初
出
場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
利
用

者
さ
ま
ス
タ
ッ
フ
共
に
緊
張
と
不
安
、
期
待

と
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
を
持
ち
つ
つ
会
場
へ
。

会
場
に
到
着
す
る
と
す
で
に
大
勢
の
他
の

事
業
所
の
チ
ー
ム
が
来
場
さ
れ
て
お
り
、
非

常
に
活
気
に
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

光
景
を
見
て
か
ら
か
緊
張
気
味
の
ス
タ
ッ
フ

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、
利
用
者
さ
ま
は
と
い

う
と…

あ
ま
り
緊
張
さ
れ
て
い
る
感
じ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
笑
）

開
会
式
と
準
備
運
動
も
終
わ
り
、
い
よ
い

よ
競
技
開
始
で
す
。
競
技
は
午
前
の
部
と
午

後
の
部
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。
利
用
者

さ
ま
で
も
積
極
的
な
方
、
少
し
遠
慮
気
味
な

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
は

「
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
の
気
持
ち

一
つ
で
皆
様
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
何
よ
り
普

段
の
生
活
で
見
ら
れ
る
笑
顔
と
は
ま
た
違
う

素
敵
な
表
情
を
た
く
さ
ん
見
れ
た
時
間
で
し

た
。
皆
様
の
奮
闘
も
あ
り
結
果
は
白
組
の
勝

利
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
交
流
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
事
業
所
様
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

運
営
の
方
々…

楽
し
く
素
敵
な
時
間
を
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地域の皆さまの憩い、交流の場として『多目的室』をご利用いただけます
亀岡清泉荘１階多目的室（２７㎡・１６畳）
無料でのご利用（１１時～１７時）
老人会、自治会、班などの会合など
仲良しの茶話会、趣味の会、勉強会など

有料・館内の備品をご利用の場合（１０時～１８時）
１０万曲の選曲で楽しめる通信カラオケ
『飲まない』『吸わない』『賭けない』“健康麻雀”

ご利用お申込みは１か月前までに、
亀岡清泉荘本部事務：０７７１－２２－８２３９までお電話ください。
※ご利用に際しては、多目的室ご利用の規則を遵守いただきますようお願いします。

風船割りゲームを楽しまれるご利用者さま 二人三脚を張り切るご利用者さま

緊
張
の
ス
タ
ッ
フ
、
利
用
者
さ
ま
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

普
段
と
は
ま
た
違
う
素
敵
な
笑
顔
が…



ス
タ
ッ
フ
紹
介

資格：社会福祉士
介護支援専門員
認知症ケア専門士

初めまして、管理者をしてい
る打越です。私は亀岡で生ま
れ育ちましたので、この町に
とてもなじみがあります。皆
様にお会いできるのを楽しみ
にお待ちしております。

打越 計子

清
泉
荘
で
働
く
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ス
タ
ッ
フ

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

心
を
込
め
て
皆
様
の
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

資格：看護師

小規模多機能ホームとグルー
プホームの看護を担当してい
ます。その人がその人らしく
生きられるようにお手伝いで
きたらと思っています。よろ
しくお願いします。岩橋 恵美

野々口真美世

笹原 裕之

矢部 二三代

松谷 くに子

中村 美紀

資格：介護福祉士

利用者さまとご家族さまの笑
顔を大切に、清泉荘を心安ら
ぐ居心地のいい場所と感じて
いただけるように、共に笑い、
時には共に泣き、過ごしてい
きたいと思っています。

資格：介護福祉士

楽しんで働くことは、身だし
なみと同じくらい大事なこと
だと思っています。小さな喜
びを利用者さまとたくさん積
み重ねて笑顔あふれる施設に
していきたいです。

資格：准看護師

皆様の笑顔が見られ、いつま
でもここに居たいと言ってい
ただけるよう、一緒に楽しく
過ごしていきたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたし
ます。

資格：介護福祉士
介護支援専門員

グループホームのケアマネー
ジャーの松谷です。若い頃か
ら福祉の仕事をしていました。
利用者さまと大きな声で笑う
のが大好きです。遊びに来て
ください！！

資格：介護福祉士
介護支援専門員

ホームの中では何でも屋をさ
せていただいております！普
段のケアはもちろん、日曜大
工も承ります。一番好きな事
は、利用者さまと一緒にのん
びりすることです。



有馬 奈那

資格：介護福祉士

グループホームで介護職員と
して働かせていただいており
ます、有馬と申します。常に
笑顔を忘れず皆さんと接する
よう、心がけています。よろ
しくお願いいたします。 田中 久子

平田 幸子

資格：介護福祉士

施設にいてもお家と同様の居
心地で過ごしていただけるよ
うに、ゆっくりと寄り添って
いければと思っています。結
構年配ですが、私にしかでき
ない介護を心がけています。

森 きみ子

資格：介護福祉士
介護支援専門員

私は父の介護がきっかけで、
この仕事に就きました。利用
者さまよりたくさんの経験と
学びをいただきました。これ
までの経験を活かしてお役に
立てたらと思っています。

宮﨑 靖子

資格：ホームヘルパー２級

お話しすることや歩くことが
大好きです。介護の仕事は初
めてですが、明るく元気に楽
しい時間をご一緒に過ごせた
らと思います。どうぞよろし
くお願いいたします。 川勝 輝美

資格：ホームヘルパー２級

縁あって清泉荘のスタッフと
して働かせていただくことに
なりました。このご縁を大切
に、ご利用者さまと楽しく過
ごしていけたら幸せに思いま
す。

江見 美津紀

資格：ホームヘルパー２級

新米職員ですが、地域の方に
喜んでもらえるホームになる
よう、努力している最中です。
モットーは「笑顔を絶やさな
いこと」です。よろしくお願
いいたします。 高田 ひとみ

資格：ホームヘルパー２級

新しくできた清泉荘で、利用
者さまに楽しい時間を過ごし
ていただけるように、一生懸
命頑張ります。明朗おっとり
な私ですが、よろしくお願い
いたします。

湯浅 美紀子

資格：介護事務管理士
介護職員初任者研修修了

事務のお仕事をさせていただ
いております。利用者さまと
のお喋りが毎日の楽しみです。
近隣の皆様にも気軽に遊びに
来ていただけるような施設を
目指してまいります。

木曽 律子

資格：介護福祉士

いつも高齢者の方々が笑顔に
なれるように、明るく元気に
声を掛けるようにしています。
安心と信用を大切に、よい介
護ができるように努めていき
たいと思います。

自然いっぱいのとてもきれい
なこの場所で、皆様と過ごし、
季節を感じていけたらな、と
思います。笑顔いっぱいの雰
囲気作りに努め、喜んでいた
だけるよう頑張ります。



亀岡清泉荘

小規模多機能型
居宅介護施設
のご紹介

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
・
・
・

な
ん
だ
か
漢
字
が
多
く
て
難
し
い
言
葉

で
す
ね
・
・
・
。

で
も
、
分
解
す
る
と
と
っ
て
も
簡

単
！
「
小
規
模
」
で
「
多
機
能
」
で

「
お
家
に
い
な
が
ら
受
け
ら
れ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
」
の
こ
と
な
ん
で
す
。

住
み
慣
れ
た
自
宅
、
地
域
で
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
高
齢
者
の
皆
様
、
そ

の
ご
家
族
の
皆
様
に
メ
リ
ッ
ト
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
回
は
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
亀
岡
清
泉

荘
小
規
模
施
設
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

登録定員最大２５名
通いサービスの定員は

1日１５名
顔なじみのスタッフがきめ
細かいケアを行います

「通いサービス」
「訪問サービス」
「泊まりサービス」

を組み合わせて利用できます

小規模 多機能

利用者さま一人ひとりの暮らし方やご希望、ご家族のご都合に合わせて、お迎え
やお送りする時間、ホームでの過ごし方を調整させていただきます。例えば、お
風呂の時だけ、お食事の時だけ来ていただくこともできますし、夕食後にくつろ
いでから帰っていただくこともできます。ご家族がお忙しい方、お仕事の帰りが
遅い方など、ご家族のご都合にも柔軟に対応させていただきます。

通

い

ソファーや掘りごたつでゆっくりおくつろ
ぎいただけます。こちらでカラオケを楽し
まれる利用者さまもいらっしゃいます。

敷地内の家庭菜園では農作業が得意な利用
者さまと一緒に野菜や果物を育てています。
収穫が楽しみです！

人数登録制のため、他の
利用者さまやスタッフと
なじみの関係が作りやすく、
家庭的な雰囲気の中で楽し
くお過ごしいただけます。

24時間年中無休なので、
いざという時にも対応可能！
安心して在宅生活をお送りい
ただけます。



女性のための『健康麻雀教室』受講生を募集しています

『賭けない』『飲まない』『吸わない』がルールです。日本健康麻将協会認定レッスンプロが指導します。

健康麻雀とは、頭と指先をふんだんに使うことで、

脳のトレーニングや認知症予防に非常に有効である

と話題になり、テレビや雑誌でも紹介されたことから、

全国のご婦人や高齢者の間でブームになっています。

入門教室：１２月７日（土）～２月２１日（土）毎土曜日６回

※年末年始を除く

亀岡清泉荘多目的室にて開催・定員１６名

①１０時～１３時コース（８名） ②１４時～１７時コース（８名）

受講料：¥６，０００／全６回
お申込みは０７７１－２２－８２３９まで ※定員１６名になり次第締め切らせていただきます。

脳の活性化トレーニング 仲間との出会い・交流 生涯の楽しみづくり

泊まりサービスのお部
屋です。トイレ付きの
個室でゆっくりお休み
いただけます。

お天気のよい日は、みんなで
仲良くお庭でおやつタイム。
この日はお抹茶をたてました。

それぞれの利用者さまに合ったケア
を行っています。利用者さま同士の
コミュニケーションも大切にしてい
ます。

ご自宅で過ごされている時も、通いや泊まりサービスと同じ職員が訪問させてい
ただきます。利用者さまやご家族のご希望に合わせて、訪問時間やケアの内容を
調整させていただきます。３０分未満や１時間など訪問介護サービスの枠に合わ
せて支援内容を決めるのではなく、必要なときに利用できます。枠にとらわれな
い対応ができますので、自宅での緊急時にかけつけることもできます。お一人暮
らしの方や日中ご家族が不在の方にも安心です。

訪

問

通い慣れた場所で、顔なじみの職員や利用者さまとともに、通いの延長線上で宿
泊することができます。小規模多機能サービスの登録定員は最大２５名で、泊ま
りサービスのお部屋は５部屋あります。ご家族の介護負担を緩和するための定期
的なご利用やご家族の出張やご旅行などのご都合に合わせての急なお泊まりもで
きます。

泊
ま
り

亀岡清泉荘
小規模多機能型施設
問い合わせ先
0771-22-8239

小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
・
・
・

少
し
は
ど
ん
な
サ
ー
ビ

ス
か
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
？名

前
は
少
し
難
し
い
で

す
が
、

「
高
齢
者
の
方
が
ほ
っ
こ

り
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

空
間
」

「
少
し
離
れ
た
は
な
れ
」

の
よ
う
な
施
設
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
相

談
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
い

た
う
え
で
の
見
学
も
大
歓

迎
で
す
。
是
非
一
度
遊
び

に
き
て
く
だ
さ
い
。
ス

タ
ッ
フ
一
同
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。



介護職員募集中！あなたの優しさが最大限発揮できる職場です。
募 集 ： 介護職、夜勤専従職員

資 格 : 要２級ヘルパーもしくは介護福祉士

待 遇 : 車・バイク通勤可、交通費支給（上限10,000円）

勤務地 : 亀岡清泉荘※ＪＲ亀岡駅よりバス便多数有

（バス乗車１０分、バス停徒歩１分）

応 募 : まずは履歴書（写真貼付）をご郵送ください。

選考後、応募書類は返却いたします。

小規模多機能型居宅介護・認知症高齢者グループホーム

ケアコミュニティ株式会社 亀岡清泉荘
〒621-0022 亀岡市曽我部町南条下河原８番
☎0771-22-8239（担当/採用係）
http://www.care-community.co.jp
seisensou01@care-community.co.jp

ご利用者さまの声

ご
利
用
者
さ
ま
や
そ
の

ご
家
族
さ
ま
か
ら
、
清
泉

荘
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た

ご
感
想
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
一
部
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
お
声
を
い

つ
も
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も

初
心
を
忘
れ
ず
ス
タ
ッ
フ

一
同
力
を
あ
わ
せ
て
よ
り

よ
い
施
設
に
し
て
い
け
る

よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

小
規
模
ご
利
用

Ｈ
様
よ
り

こ
こ
に
来
る
の
を
一
度
も
い
や
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
気
さ
く
に
優
し
く
お
世
話
し
て

く
だ
さ
る
の
で
、
本
当
に
助
か
っ
て
い

ま
す
。

家
に
い
る
延
長
の
よ
う
な
気
持
ち
で
、

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
に
は
晩
御
飯
も
食
べ
て
帰
っ
て
い
ま

す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ご
利
用

Ｓ
様
ご
家
族
様
よ
り

こ
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
所

し
て
、
お
風
呂
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
り
、

薬
を
き
ち
ん
と
管
理
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
い
ろ
ん
な
面
で
お
世
話
を
し
て
も

ら
え
る
の
で
安
心
し
て
ま
か
せ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

建
物
が
新
し
い
だ
け
で
な
く
、
明
る

い
雰
囲
気
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
気
さ
く
に
接

し
て
く
れ
ま
す
し
、
食
事
づ
く
り
や
洗

濯
干
し
な
ど
家
庭
的
な
雰
囲
気
が
よ
い

と
思
い
ま
す
。

家
に
い
て
も
一
人
に
な
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
囲
ま
れ
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
た
ら

と
願
い
ま
す
。

25名の登録利用者さまと９
名の入居者さまに２０名のス
タッフで対応します。一人ひ
とりの負担が少なく、無理
なく働くことができます。

介護職（契約社員）
時間／9：00～18：00

17：00～翌9：00
時給／850円～

夜勤専従職員
時間／17：00～翌9：00
日給／ 11,500円～

※週４日程度の勤務
※曜日応相談
※残業有※休憩６０分有

※週１・２日程度の勤務
※曜日応相談

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ご
利
用

Ｍ
様
よ
り

こ
こ
は
と
て
も
広
々
し
て
い
て
、
皆

様
が
非
常
に
心
持
が
優
し
い
人
ば
か
り

で
、
と
て
も
愉
快
に
毎
日
を
過
ご
せ
て

い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ご
利
用

Ｙ
様
よ
り

こ
ち
ら
に
寄
せ
て
も
ら
う
た
び
に
、

よ
う
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
喜
ん
で
い

ま
す
。

運
動
会
に
参
加
で
き
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。


